
第42回 全国中学校バスケットボール大会 公式サイト
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4 DNP 0 0 0 0 0 4 × 4 1 0 1 1
5 ／ 3 1 0 0 1 5 × 16 2 4 2 3
6 ／ 0 0 0 0 0 6 × 19 0 8 3 4
7 DNP 0 0 0 0 0 7 ／ 3 1 0 0 2
8 DNP 0 0 0 0 0 8 × 9 0 4 1 5
9 DNP 0 0 0 0 0 9 DNP 0 0 0 0 0
10 × 10 0 4 2 5 10 DNP 0 0 0 0 0
11 × 16 0 4 8 4 11 DNP 0 0 0 0 0
12 DNP 0 0 0 0 0 12 DNP 0 0 0 0 0
13 DNP 0 0 0 0 0 13 DNP 0 0 0 0 0
14 × 18 0 6 6 2 14 × 2 0 0 2 2
15 × 9 3 0 0 1 15 ／ 0 0 0 0 2
16 ／ 0 0 0 0 1 16 DNP 0 0 0 0 0
17 × 0 0 0 0 1 17 DNP 0 0 0 0 0
18 DNP 0 0 0 0 0 18 DNP 0 0 0 0 0
監督 0 監督 0
コーチ 0 コーチ 0

56 4 14 16 15 53 4 16 9 19

渡邊　整

長谷川　隆司

(栃木県)

(埼玉県)

Team Ｂ

清本　麗華
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反則ＦＴ３Ｐ ２Ｐ

56
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ＦＴ 反則 選　手　名　前

高見

出場

岡崎　彩花
久保　実嬉

井上　桃子
芦谷　美咲

髙浪　彩香
亀山　小百合
松本　瑞稀

(大阪府)

【戦評記入者】

得点番号 得点 ３Ｐ

梶原　志保

２Ｐ

Team Ｂ

番号

藤原　知香
西村　美紀

埼玉県中学校体育連盟　バスケットボール専門部

　薫英＃６のバスケットカウントからスタート。高見は出だしの１分間で３ファールをするが、インサイドを固めて立て直
す。高見は＃１４から＃１０＃１１へのアシストパスが冴える。薫英も＃４の３ＰとチェンジングDEF（１－１－２－１ゾーン
プレス・マンツーマンプレス・２－３ゾーン・ハーフマンツーマン）で主導権を握らせない。高見＃１４がパスカットから速
攻。お返しとばかりに薫英＃５もパスカットからのバスケットカウントで応戦する一進一退の攻防が続き１Ｑを１３－１３で
終わる。２Ｑに入ると、今度は薫英が１分間で３つのファールトラブル。高見＃１０＃１１の力強いゴール下を薫英全員で守
るが、薫英のセンター陣にファールがかさむ。OFFも単発になり、高見＃１５の３Ｐ、＃１４のジャンプショット、＃１１のフ
リースローで点差が開く。薫英は４分間ノーゴールで前半を終える。
３Ｑは、薫英＃８の連続得点、＃６から＃８への合わせプレー、＃５から＃６へのタッチダウンパスで反撃。薫英の集中力が
高い。高見は＃５の３Ｐ、＃１４から＃１０へのホットラインで点差を縮めさせない。４Ｑ、薫英のエンドからのセットプ
レーが見事に決まる。高見はセンター＃１０がファールアウトするが、＃１４の１on１とフリースローで得点をつなぐ。薫英
は高見の＃１４を止められない。残り３分、薫英はフルコートマンツーマンプレスでプレッシャーをかける。高見はエース＃
１１を投入し逃げ切りに入る。薫英＃５の３Ｐ、＃６の連続ゴール、＃７の３Ｐで追いすがるも、高見＃１４が落ち着いてフ
リースローを決め３点差で高見が勝利する。薫英の最後まで粘り強く得点をつめていく姿勢に拍手を送りたい。
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森尾　菜々美

(福岡県)

【ＢＯＸスコア】

出場

【得点経過】 第５試合

女子 予選Jリーグ

松本　彩花
樺島　ほたる
四宮　萌夏

53 大阪薫英女学院

二ノ宮　可南
脇　梨奈乃
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http://saitama.japanbasketball.jp/zenchu/index.html

